
可
観
小
哉
容
七

諸
人
知
之
事
故
、
気
の
毒
に
見
え
申
候
d

座
左
衛
門
娘
共
も
此
事
如
何

と
て
、
共
儀
相
等
候
へ
ば
散
々
叱
候
に
付
、
共
後
は
躍
も
不
申
出
候
。

杉
江
杢
左
衛
門
は
母
方
の
を
ひ
、
共
上
相
口
に
付
様
子
相
薄
候
へ

ば
、
庄
左
衛
門
打
開
て
、
某
存
寄
可
申
聞
候
。
近
年
生
類
御
憐
と
云
事

出
来
し
、
就
夫
狼
を
鎗
に
て
突
殺
し
候
も
の
候
て
、
色
々
御
吟
味
候

へ
ど
も
相
知
不
申
候
に
付
、
共
趣
公
儀
御
届
有
之
候
て
共
分
に
罷
成

候
。
然
所
寺
西
孫
九
郎
、
屋
鋪
の
垣
腰
へ
狼
来
り
し
を
突
殺
し
た
る

よ
し
、
五
左
衛
門
滑
に
承
出
し
、
幸
ひ
五
左
衛
門
組
故
、
段
々
途
穿
議

候
へ
ば
貸
正
相
知
、
共
段
建
御
鑓
候
へ
ば
御
知
行
被
取
上
.
改
易
に

罷
成
候
。
是
は
何
と
申
た
る
所
存
に
候
ゃ
。
む
か
し
に
候
へ
ば
孫
九

郎
は
御
加
増
も
可
被
下
ほ
ど
の
働
き
に
候
。
幸
に
事
済
候
所
に
、
密

事
を
聞
出
し
雪
上
い
た
し
、
孫
九
郎
身
上
・
を
果
し
候
。
共
心
を
察
し

候
に
、
外
よ
り
相
知
御
専
に
預
候
は
ど
、
共
身
可
薮
迷
惑
と
の
集
建
故

に
候
。
御
傍
も
有
之
侠
は
ど
無
是
非
事
、
共
時
は
自
殺
致
し
候
へ
ば

御
事
公
民
罷
成
候
。
か
様
の
者
に
臨
終
な
れ
ば
と
て
‘
可
設
鈎
商
候

ゃ
。
叉
村
上
助
左
衛
門
は
わ
か
き
時
分
よ
り
‘
一
万
来
博
突
う
ち
に

τ

候
慮
、
某
へ
心
安
い
た
し
候
故
、
念
度
異
見
を
加
へ
候
へ
ば
す
き
と

相
止
候
故
、
奇
特
と
存
申
遁
候
。
然
鹿
極
老
に
も
罷
成
て
、
近
年
と

》

e 

一
三
四

L
か
し
と
に

τ恭
を
打
候
聞
に
は
、
か
け
に
も
打
候
を
見
開
い
た
し

候
。
是
は
ぼ
く
ち
・
に
て
は
無
之
ゃ
。

A
A
故
此
者
へ
も
暇
乞
は
仕
開
放

と
申
候
。
杢
左
衛
門
承
り
、
近
頃
乍
克
気
の
毒
に
存
、
或
時
か
ろ
く
紙

面
に
調
へ
、
思
召
は
克
至
極
に
候
へ

E
も
、
五
左
衛
門
同
役
の
好
故
、

毎
日
表
へ
相
訪
被
申
候
。
助
左
衛
門
も
老
人
民
候
所
、
常
に
心
安
〈

存
候
故
、
是
も
毎
日
被
詰
候
。
内
所
へ
相
通
し
封
面
有
之
様
に
仕
度

と
、
書
記
し
み
せ
候
へ
ば
打
う
左
づ
き
、
可
相
通
と
申
候
に
付
雨
人

共
通
設
劉
面
候
。
担
無
関
死
去
仕
候
。
杉
江
氏
訟

一
、
末
森
筒
抜
の
時
奥
村
内
室
の
働
き

宮
崎
大
戒
は
尾
州
額
聞
の
人
也
。
今
の
長
太
夫
五
代
の
阻
也
。
共
子

磁
人
瑞
能
公
松
任
御
領
知
の
時
分
被
召
出
候
。
大
成
は
大
力
量
の
人

民
て
武
者
修
行
し
、
何
聞
に
て
相
巣
候
や
死
日
も
不
知
候
。
修
行
の

時
持
あ
り
き
候
鎗
、
子
孫
に
相
停
候
。
一
一
一
間
柄
の
鎗
に
て
、
大
身
の

長
さ
笠
尺
四
寸
五
分
有
之
候
。
識
人
以
来
一
家
の
内
、
此
鎗
を
容
易

に
つ
か
ふ
者
無
之
候
。
宮
崎
奥
左
衛
門
は
一
家
の
内
に
て
少
し
力
量

の
莞
有
之
に
付
、
識
人
家
よ
り
申
請
候
所
、
何
と
も
手
に
不
合
、
三
尺

宛
三
度
す
ぺ
て
丸
尺
柄
に
し
て
、
初
て
手
に
叶
候
よ
し
a

扱
磁
人
松

佳
披
よ
り
末
森
の
披
へ
加
勢
に
罷
越
、
令
錨
披
候
所
に
、
天
正
年
中

佐
々
成
政
念
に
取
聞
み
、
・
披
の
陥
ん
と
す
る
事
数
度
た
り
け
る
時
、

高
徳
公
不
自
に
御
救
被
成
、
奥
村
・
千
秋
等
と
一
時
に
戦
死
を
ま
ぬ
か

れ
た
り
。
高
徳
公
御
援
兵
い
ま
だ
相
見
不
申
前
、
城
兵
史
口
、
兎
角
必

死
を
覚
悟
無
之
候
て
は
、
い
か
で
か
此
城
を
保
ち
可
申
や
と
て
、
大

庭
に
火
を
訟
と
し
、
奥
村
以
下
各
先
砲
の
系
聞
並
向
精
の
筆
記
等
、

少
も
不
残
共
火
へ
投
入
焼
拾
申
候
。
此
時
分
城
外
に
は
城
中
の
水
を

絶
し
可
然
と

τ、
披
つ
ど
き
の
山
の
腰
を
切
絶
、
水
す
き
と
絶
申
候
。

然
所
に
伊
議
内
室
自
身
白
米
を
も
た
せ
出
て
、
馬
ど
も
を
並
べ
っ
た

ぎ
、
・
援
を
あ
ら
ひ
す
そ
怠
ど
を
い
た
さ
せ
ら
れ
候
。
披
外
よ
り
見
候

へ
ば
水
の
様
に
み
え
け
る
と
た
ん
。
宮
崎
長
・
司
会
議

一
、
刀
協
指
目
釘
の
事

戸
田
清
太
夫
万
脇
指
目
釘
の
事
、
常
の
指
料
に
も
こ
所
目
釘
也
。
赤

銅
陀
て
目
釘
穴
に
隠
じ
候
ほ

E
の
.
ね
ぢ
が
ね
の
護
を
牧
置
‘
目
釘

も
赤
銅
に
て
ね
ぢ
が
ね
に
て
留
置
候
。
柄
の
木
は
皆
柚
の
木
を
用
ひ

る
也
。
共
故
共
竪
闘
怠
る
事
、
比
倫
す
べ
き
な
し
。
或
人
此
事
を
聞

て
誹
り
て
云
様
は
、
数
度
の
職
場
へ
出

τ、
闘
誇
に
も
及
し
刀
を
見
け

れ
ど
も
、
多
く
は
竹
の
目
釘
也
。
竹
に
好
悪
の
有
事
は
誠
に
吟
味
す

べ
き
也
。
但
竹
よ
り
も
竪
聞
に
て
、
一
度
打
て
二
度
と
ぬ
け
ざ
る
目

可
観
小
説
巻
七

釘
の
製
二
色
あ
り
。
秘
密
の
事
に
し
て
容
易
に
人
に
不
停
候
へ
ど

も、
a

右
ね
ぢ
が
ね
を
是
と
す
る
事
の
口
惜
く
存
や
る
故
停
授
す
ペ

し
。
疑
敷
思
召
候
は
ど
、
先
づ
扇
子
の
要
に
捺
見

τ可
心
得
事
也
。

共
製
法
は
鯨
の
ひ
げ
を
能
吟
味
し
、
共
闘
釘
穴
へ
打
入
、
雨
方
共
笠

分
許
の
と
し
龍
、
そ
の
雨
頭
を
焚
と
が
し
ぬ
れ
ば
、
鋲
の
頭
の
様
に

成
也
。
扱
共
頭
を
み
が
き
世
け
ば
見
分
も
よ
ろ
し
く
み
ゆ
。
若
叉
ぬ

き
申
度
時
は
、
小
万
に
て
か
た
/
¥
の
頭
を
け
づ
り
去
り
て
抜
け
ば

ぬ
け
ぬ
。
今
一
色
は
世
間
に
も
申
侮
る
過
に
、
大
な
る
た
め
く
じ
り

の
千
た
る
を
、
目
釘
に
用
ゆ
。
是
も
雨
聞
を
焚
と
が
し
ぬ
る
也
。
ね

ぢ
が
ね
の
目
釘
、
恐
く
は
打
合
候
時
、
は
宇
み
て
却
て
折
れ
ぐ
じ
け

ぬ
ぺ
し
と
云
へ
り
。
4

ん
成
事
と
存
書
記
ぬ
。

一
、
三
箆
記
と
い
ふ
記
録
(
一
)

俗
聞
に
三
蜜
記
と
云
記
録
あ
り
て
、
御
図
の
故
事
、
御
先
組
様
の
事

等
蹴
置
た
り
。
=
一
都
一
何
某
と
云
者
作
れ
る
よ
し
間
体
候
慮
左
に
は
あ

ら
宇
。
山
間
四
郎
右
衛
門
と
云
御
議
所
足
額
の
作
也
。
山
岡
事
微
妙

公
以
来
二
十
四
依
被
下
、
八
十
六
歳
に
て
元
総
年
中
に
相
泉
候
。
男

子
無
之
、
女
子
候
て
婚
子
山
間
久
八
と
云
者
と
一
所
に
い
た
し
候
。
此

久
八
へ
先
年
御
簿
被
成
候
は
、
四
郎
布
衛
門
儀
三
蜜
記
を
作
り
板
行

一
三
五




